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※ 以下は記載例です。ご自身の言葉に置き換えて、自社の報告書にご活用ください。正解はありません。研修で気づいたことや、明日から取り組
めることを具体的に書くと、監査対応としても有効です。

３．研修を通じた気づき・所感　記載例

記載例① ケアマネジャーの場合

今回の研修を通じて、日頃感じていた「言いにくさ」の背景に構造的なパワーバランスがあることを改めて認識した。医師や病院職

員に対して遠慮してしまうのは自分だけでなく、多くの職種に共通する課題だということがわかり、少し気持ちが楽になった。ま

た、ハラスメントは「悪意のある人が起こすもの」ではなく、無自覚なまま起きていることが多いという視点は新鮮だった。今後

は、言いにくい場面でも「もう少し優しく言ってもらえませんか」という具体的な言葉で伝えることを試みたい。

記載例② 訪問看護師の場合

急な退院調整の依頼が「ハラスメント的な圧力」になりうるという説明は、これまで「病院側の事情だから仕方ない」と受け流して

いた自分への気づきになった。病院も地域側もどちらも正しいことを言っており、問題は構造にあるという捉え方は、現場での感情
的な消耗を減らすうえで重要だと感じた。感染症情報や気象情報から繁忙期を予測するという具体的なヒントは、早速業務に取り入

れてみたいと思う。

記載例③ 介護福祉士・ヘルパーの場合

「シャドーワーク」という言葉を初めて知った。本来の業務範囲を超えた対応を求められることへの違和感は、これまでうまく言葉

にできなかったが、今日のワークで同じ悩みを持つ仲間がいることを知り、孤独ではないと感じた。ハラスメントは「情報共有の質

を下げる」という点も印象的で、言いにくい雰囲気が利用者にとっても不利益になることを改めて理解した。職種を超えて本音で話

せる場の大切さを感じた研修だった。

４．業務への活用・今後の取り組み　記載例

記載例① ケアマネジャーの場合

①保健所の感染症発生情報（毎週木曜更新）を定期的に確認し、注意報レベルを超えた際は担当利用者の入院状況を事前に把握して

退院調整の準備を早める。②入院時にMSWへクリニカルパスの適用有無を確認する習慣をつける。③言いにくい場面での具体的な声

のかけ方（「もう少し優しく言っていただけますか」等）を、事業所内でロールプレイして共有する。

記載例② 訪問看護師の場合

①急な退院依頼を受けた際に感情的にならず、「どちらも正しい・構造的な問題」という視点で冷静に対応する。②スタッフミーテ

ィングで今回の研修内容を共有し、職員全体のハラスメントへの認識を高める機会を設ける。③本人と家族の意向が食い違う場面で

は、情報の確認・記録を徹底し、後日のトラブルを防ぐ仕組みを作る。

記載例③ 介護福祉士・ヘルパーの場合

①業務範囲を超えた依頼を受けた際は、その場で判断せず上長・ケアマネに報告・相談する流れを徹底する。②困ったことや言いに

くいことをひとりで抱えず、事業所内で共有できる仕組み（ヒヤリハット記録等）を活用する。③今日知り合った他職種の参加者と

連絡先を交換し、顔の見える関係を築いていく。
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